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患 者 さ ま と 井 上 眼 科 病 院 を つ な ぐ 「 眼 」 の 情 報 ペ ー パ ー

患者さまの眼の人生に寄り添って１４０年
140 周年スペシャルインタビュー「これまでの治療と、眼の総合病院としての未来」井上理事長

先生の、見つめてきたもの〈vol.01〉  天野院長  ／  いいもの見つけた

ご自由にお持ちください。
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神
田
駿
河
台
に
井
上
眼
科
病
院
の
前
身
と
な

る
「
済
安
堂
医
院
」
が
創
立
さ
れ
た
の
は
一
八

八
一
年（
明
治
一
四
年
）。初
代
院
長
の
井
上
達

也
は
、
海
外
で
最
先
端
の
眼
科
学
を
学
び
、
当

時
ま
だ
国
内
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
技
術

や
検
査
機
器
を
次
々
と
取
り
入
れ
、日
本
に
お

け
る
眼
科
医
療
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
四
〇
年
、井
上
眼
科
病
院
は
眼
科

医
療
の
発
展
と
共
に
歩
み
、
創
立
か
ら
私
で

十
一
代
目
の
院
長
（
直
系
で
は
五
代
目
）
と
な

り
ま
す
。現
在
は
２
つ
の
病
院
と
３
つ
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
擁
す
る
井
上
眼
科
病
院
グ
ル
ー
プ

と
し
て
、全
国
か
ら
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ま
に

最
先
端
の
医
療
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
新
薬
や
検
査
機
器
の
進
化
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、
超
高
齢

社
会
を
迎
え
、
治
療
し
て
終
わ
り
で
は
な
い
、

そ
の
先
を
見
据
え
た
総
合
的
な
医
療
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。私
が
理
事
長
に
な
っ
て
約
十

年
に
な
り
ま
す
が
、長
い
歴
史
の
な
か
で
も
こ

れ
ほ
ど
の
大
き
な
進
化
は
な
い
で
し
ょ
う
。日

本
の
眼
科
医
療
の
先
駆
者
た
る
誇
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、令
和
の
時
代
の
新
た
な
役
割
を

模
索
す
る
時
が
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

当
院
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
改
革
に
着
手
し
た

の
は
第
九
代
目
井
上
眼
科
病
院
院
長
の
父
で

し
た
。西
葛
西
に
初
の
分
院
を
設
立
す
る
と
、

そ
の
後
も
小
児
眼
科
な
ど
の
専
門
外
来
を
新

設
し
、
診
療
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。私
の

代
で
も
、遠
く
か
ら
来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ま
が

通
院
し
や
す
い
拠
点
を
増
や
す
た
め
、大
宮
や

札
幌
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。ま

た
、二
〇
一
五
年
に
は
地
域
の
患
者
さ
ま
の
利

便
性
を
考
え
、
西
葛
西
・
井
上
眼
科
病
院
、
西

葛
西
井
上
眼
科
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、西
葛
西

井
上
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
３
つ
の
施
設
を
移

転
・
統
合
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、眼
科
の
総
合
病
院
と
し
て
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、保
険
外
診
療
の

治
療
法
も
ご
提
案
し
て
き
ま
し
た
。常
に
時
代

を
先
取
り
し
て
い
た
父
は
「
レ
ー
シ
ッ
ク
手

術
」を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ま
し
た
が
、現
在

で
は「
Ｉ
Ｃ
Ｌ（
ア
イ
シ
ー
エ
ル
）手
術
」、「
プ

レ
ミ
ア
ム
白
内
障
手
術（
高
機
能
多
焦
点
眼
内

レ
ン
ズ
と
フ
ェ
ム
ト
セ
カ
ン
ド
レ
ー
ザ
ー
を

用
い
た
白
内
障
手
術
）」
な
ど
も
扱
っ
て
い
ま

す
。患
者
さ
ま
に
は
納
得
さ
れ
た
う
え
で
治
療

を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、随
時
説
明
会

を
開
催
し
、専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
説
明

を
し
て
い
ま
す
。今
後
も
Ｑ
Ｏ
Ｖ（
ク
オ
リ

テ
ィ
オ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン
＝
見
え
方
の
質
）の
向
上

を
目
指
し
、よ
り
多
く
の
治
療
の
選
択
肢
を
ご

提
案
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

父
か
ら
受
け
継
い
だ
の
は

患
者
さ
ま
へ
選
択
肢
の
幅
を

ご
提
案
し
て
い
く
こ
と

時
代
の
変
革
期
に

開
院
一
四
〇
年
を
迎
え
て

井
上 

賢
治

医
療
法
人
社
団
済
安
堂
理
事
長

井
上
眼
科
病
院
院
長

「
こ
れ
ま
で
の
治
療
と
、
眼
の
総
合
病
院
と
し
て
の
未
来 

」

140th
Anniversary

SPECIAL
INTERVIEW
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現
在
、
井
上
眼
科
病
院
、
お
茶
の
水
・
井
上
眼

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
葛
西
・
井
上
眼
科
病
院
、

大
宮
・
井
上
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、札
幌
・
井
上

眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
５
つ
の
医
療
施
設
を
展

開
し
て
い
ま
す
。私
自
身
、月
に
１
、２
度
は
西

葛
西
、大
宮
や
札
幌
な
ど
に
診
察
の
た
め
足
を

運
び
ま
す
。そ
の
際
に
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
直
接

会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

や
当
院
グ
ル
ー
プ
出
身
の
全
国
の
同
門
会（
Ｏ

Ｂ
眼
科
医
）の
先
生
方
と
の
連
携
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。高
齢
の
患
者
さ
ま
が
通
い
や
す

い
よ
う
に
、ご
近
所
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
診
療
を

引
き
継
ぐ
な
ど
、状
況
に
応
じ
た
包
括
的
な
診

療
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
全
体
で
、
地
域
や

同
門
会
の
先
生
方
と
共
に

患
者
さ
ま
を
診
て
い
く

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
へ
の

サ
ポ
ー
ト
体
制

私
の
専
門
は
緑
内
障
で
す
。点
眼
薬
や
手
術
の

方
法
な
ど
の
進
歩
が
著
し
い
分
野
で
す
が
、そ

れ
で
も
な
お
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

な
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。初
期
の
緑

内
障
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、ど

う
し
て
も
眼
科
を
受
診
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

遅
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。な
る
べ
く

た
く
さ
ん
の
方
に
眼
底
検
査
の
重
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、眼
科
ド
ッ
ク
な
ど
の
定
期
的

な
検
診
を
お
勧
め
し
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち

の
務
め
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
期
診
断
と
い
う
こ
と
で
最
近
注
目
し
て
い

る
の
は
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を
活
用
し
た
治
療

で
す
ね
。膨
大
な
デ
ー
タ
や
画
像
を
分
析
で
き

る
Ａ
Ｉ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、よ
り
精
度
の
高

い
治
療
を
提
供
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
技
術

で
は
あ
り
ま
す
が
、Ａ
Ｉ
と
医
師
が
お
互
い
助

け
合
う
日
が
来
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
の
緑
内
障
の

早
期
発
見
に
注
目
し
て
い
ま
す

生
活
に
大
き
く
か
か
わ
る
Ｑ
Ｏ
Ｖ（
見
え
方
の

質
）へ
の
関
心
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
で

し
ょ
う
。小
さ
な
お
子
さ
ま
か
ら
ご
高
齢
の
方

ま
で
、眼
の
健
康
と
視
力
を
生
涯
に
わ
た
り
維

持
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
。患
者
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
き
め
細
か
な
診
療
と
は
何

か
。課
題
は
つ
き
ま
せ
ん
。た
だ
、長
い
歴
史
の

な
か
で
培
わ
れ
た
井
上
眼
科
病
院
グ
ル
ー
プ

に
し
か
で
き
な
い
眼
科
医
療
が
必
ず
あ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、医
療
技
術
の
進
化
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、価
値
観
の
多
様
化
や
社
会
構
造
の
変

化
に
も
注
目
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
う
え
で
、 ‶

患
者
さ
ま
第
一
主
義”   

と

い
う
理
念
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
つ
な

げ
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
、
創
立
一
五
〇
周
年
に

向
け
て
後
進
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
れ
か
ら
の
眼
科
医
療

見
え
に
く
い
方
へ
の
支
援（
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
ケ

ア
）は
私
た
ち
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
分
野

で
す
。お
茶
の
水
・
井
上
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
が
職
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。視
覚
障
が
い
者
用
Ｉ
Ｔ
機
器

の
サ
ポ
ー
ト
係
と
し
て
、患
者
さ
ま
の
気
持
ち

に
寄
り
添
っ
た
ご
案
内
が
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。病
気
に
な
る
と
、心
理
的
、経

済
的
な
心
配
ご
と
が
色
々
と
出
て
く
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
点
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。患
者

さ
ま
や
ご
家
族
が
よ
り
よ
い
社
会
生
活
を
送

れ
る
よ
う
ご
相
談
に
応
じ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
院
内
に
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

患者さまが識別しやすいように院内の照明や設備、
案内板にユニバーサルデザインを導入しています。

１９９３年千葉大学医学部卒、１９９８年東京大学
医学部大学院修了。眼科専門医。専門は緑内障。２０
０２年より井上眼科病院に勤務し２００８年に医
療法人社団済安堂理事長就任。2012 年から井上眼
科病院院長を兼務。日本眼科医会常任理事。１４０
年（１８８１年創立）の歴史を有し、代々受け継がれ
た眼科専門病院のトップを務める。

井上 賢治
Kenji Inoue

医療法人社団済安堂理事長
井上眼科病院院長
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先生の、見つめてきたもの vol.01

ゴルフが趣味です。今年はなか
なか行けませんが、また自然の
中でプレーしたいです。

井上眼科病院では、患者さま一人ひとりに寄り
添い、少しでも不安が解消するようスタッフが
一丸となって治療に取り組みます。日本を代表
する眼科の専門病院として、ぜひ安心して何で
もご相談いただき、わたしたちに眼の困りごと
を預けていただきたいと思います。

小学生の頃、学校が終わると草野球ばかりしているようなわんぱく

少年でした。ある日、毎日一緒に遊んでいた幼なじみに、もう放課後

は遊べないと言われたのです。おどろいて理由を聞くと「塾に行く

から」と。わたしは勉強をしたいというより大好きな友人と一緒に

いたい一心で親に頼みこみ、同じ塾に通い始めました。はからずも

塾に入ったことで勉強の楽しさや自分が理系に向いていることに

気付かされ、中・高・大と彼と同じ学校に通うことになりました。

彼の母親は、当時地元で評判の眼科医でした。家に遊びにいき、手際

よく診察する姿がとても素敵で、患者さんたちの笑顔に囲まれるそ

の姿を見るたびに、尊敬の念は深まり、わたしは医師という職業に

憧れを持つようになりました。自分が眼科の医師として今ここにい

るのは、彼と彼のお母様の影響が大きかったのでしょうね。

研究が好きで、医学部卒業後も大学に残り、角膜疾患の専門医として

臨床の経験を積みながら基礎研究を続けることは、わたしにとって

ごく自然な流れでした。さらに最先端の研究を求め、３５歳からの２

年間は、ハーバード大学で血管新生のメカニズムの解明に没頭して

いました。比較的自分のペースで研究を進めることができたので、ア

メリカ中を旅して回れたのもよかった。特に、マーサズ・ヴィニヤー

ド島はとても景色が綺麗でのんびりできるよいところでしたよ。

世界をリードする数多くの研究や治療に直接触れることができた米

国での経験は、とても貴重なものでした。帰国後も、新しい手術法を

学ぶために米国を訪れています。井上眼科病院でわたしが執刀する

「角膜内皮移植手術（DSAEK）（DMEK）」も、米国で習得した手技の

ひとつです。高度なテクニックを要するため、日本ではまだ限られた

医師しか執刀できないものですが、このような新たな治療法こそ若

い先生方にどんどん広めていきたいと考えています。さらに最近話

題の IPS 細胞による角膜再生医療など、最先端の医療を一日も早く

患者さまの治療に役立てられるよう努めていきたいですね。

お茶の水・井上眼科クリニックに来てからは、毎日色々な症例の患

者さまを診察していますが、稀に診断に悩む場合があります。その

時は、仲間の先生と意見を交換したり海外の文献を調べたりして徹

底的に検証します。それでも診断がつかない時には、自分で研究し

てみようという気持ちになりますね。このいわゆる “研究マインド”

は、基礎研究から始まったわたしのキャリアの原点なのだと思いま

す。忙しくても、持ち続けていきたい“こだわり”とでも言いましょう

か。患者さまが何に困っているか、その原因を探り、問題を解決して

あげたい。そんな想いで日々患者さまと向き合っています。

幼なじみと一緒に学び、医師の道へ

国内外で学んだ最先端の医療を、
患者さまに届けたい

困っている患者さまのため、
“研究マインド”をずっと持ち続けたい

１９８６年東京大学医学部卒。ハーバード大学研究員、東京大学眼科教授を
経て２０１７年に井上眼科病院副院長就任。専門は角膜疾患。日本眼科手術
学会理事。日本角膜移植学会理事。２０２１年４月よりお茶の水・井上眼科
クリニック院長就任。

天野 史郎
Shiro Amano お茶の水・井上眼科クリニック院長

この春、お茶の水・井上眼科クリニックの

院長に就任した天野先生。

診療の中で研究を続けていく、

そのチャレンジ精神のルーツに迫ります。

わ
た
し
に
、

夢
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
の
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
い
た

眼
科
の
先
生
で
し
た
。
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高
度
な
眼
科
医
療
を
全
国
へ
広
げ
て

日
本
中
の
「
眼
」
の
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

合併症を伴う難症例の手術実績も積み上げた、
手術・入院を担うグループの基幹病院。

当院グループは患者さまの立場を考えて診療を行う「患者さま
第一主義」、「実証医学（EBM）に基づいた検査と治療」、「『眼』の
総合病院の確立」を基本理念としています。時代に即した患者
さまの多様なニーズをくみ取り、高度な医療と安全で快適に過
ごせる空間をご提供します。

井上眼科病院

地域に密着しながら、眼科医療の拠点として、
網膜硝子体疾患を中心とした高度な手術にも対応。

江戸川区を中心に近隣エリアの、地域眼科医療の拠点として貢
献したいという思いから開院しました。網膜硝子体疾患を中心
とした高度な手術に対応し、グループ内外の病院やクリニック
とも強力に連携。地域の特性に合わせ、小児眼科外来などの専
門外来も充実させています。

西葛西・井上眼科病院

遠方から来院される患者さまにとって利便性があり、
専門外来や日帰り手術などにも幅広く対応。

お茶の水や西葛西に通院の患者さまからの、「自宅から通いや
すい分院をつくってほしい」というお声をきっかけに開院しま
した。乗り入れ路線数も多く、アクセスしやすい埼玉県の大宮
駅から徒歩３分の、通院しやすい環境です。入院や重症例の場
合は当院グループ内で連携します。

大宮・井上眼科クリニック

お茶の水の井上眼科病院から外来部門を独立させ、
多種多様な専門外来を設けた「眼」の総合クリニック。

非常に多岐にわたる眼の疾患に対応できるよう、各専門の眼科
医を集め、その専門外来を設けています。患者さまへ、レーシッ
クや ICL 手術、プレミアム白内障手術などの自由診療の選択
肢も広げ、それぞれのライフスタイルやニーズに合わせた「見
え方の質」を高める治療を行います。

お茶の水・井上眼科クリニック

第二子の誕生で子供の面倒を見るのに
振り回される毎日です。病院での仕事が
終わると、家での仕事が待っています。
そんな中、東京近郊のコストコに出かけ
て行き、色々見て回るのが息抜きです。
食材や子供の遊び用具などを探すのに
はまっています。

YouTube でレシピ動画を見ながら料
理を作っています。フライパン一つでで
きる簡単なものから、見た目が華やかな
料理まで色々挑戦しています。調理器具
や食器も料理が美味しそうに見えるも
のを揃えました！

清水 恒輔
Kosuke Shimizu 札幌・井上眼科クリニック院長

藤本 隆志
Takayuki Fujimoto 西葛西・井上眼科病院副院長

最新設備を整え、専門性の高い治療を
北海道全域の患者さまへ届け、眼の健康をお守りします。

北海道の拠点として２０１９年に札幌に開院しました。地域の
患者さまとの触れ合いを大切に、公開セミナーを開催していま
す。駅から屋外に出ることなく地下通路から通院できます。超
音波白内障手術装置や涙道内視鏡、緑内障レーザーなどの最新
設備を備え、専門性の高い治療をご提供します。

札幌・井上眼科クリニック

最近はＳＮＳに料理やお菓子をアップ
するのが日課で、パン作りも大好きで
す。仕事や育児に忙しいですが、料理
が大好きです。記録としてＳＮＳに画
像をアップしています。人に見てもら
い、いいね！をもらえると励みになり
ますね。

野﨑 令恵
Norie Nozaki 大宮・井上眼科クリニック院長

先生たちが最近見つけた、身近な“いいもの”をご紹介します！

いいもの  見  つけた！
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初代院長 井上達也

井上達也は、若くして独･仏に留学
し、当時の先端の眼科学を数多く日
本に取り入れていきました。白内障
手術の第一人者であり、また眼科学
会の前身となった「井上眼科研究
会」の会頭も務めました。1890 年
に完成した 4 階建煉瓦造りの新病
院には、様々な治療に対応できるよ
う、画期的な設備を完備しました。
１４０年前から、現在も変わること
なく、患者さまの想いを一番に考
え、患者さまの眼の人生にずっと寄
り添っていく治療を続けています。

［ 表紙写真について ］   明治１４年２月、駿河台に「済安堂医院」の看板を掲げ、その後明治２５年に「井上眼科病院」と改称したときの写真です。井上達也（前列中央）と医局員・塾生達。

初代院長の井上達也が１８８１年（明治１４年）、 「井上眼科病院」の前身となる
「済安堂医院」を創立し、 「井上眼科病院」は、本年、 ２０２１年２月で１４０周年となりました。

井上眼科病院は、今年１４０周年を迎えました。
This year marks the 140th anniversary.

最新の研究で、ドライアイ症状に「マイ
ボーム腺機能不全（ＭＧＤ）」という病気
が影響していることが分かってきました。
まぶたにＩPＬという光を照射すること
で、マイボーム腺の詰まり・炎症を改善し、
涙の「脂不足」を解消していきます。ＩPＬ
光線療法は、目薬では改善しにくいドライ
アイにも効果が期待されています。

お茶の水の「井上眼科病院」と「西葛西・井上眼
科病院」の入院病室にフリーＷｉ-Ｆｉが導入され
ました。ご入院予定の患者さまは是非ご利用く
ださい。各病室ごとにＩＤ・パスワードが設定さ
れておりますので、詳細は病室内に掲示してあり
ます「ご利用のご案内」をご確認ください。

担当医：天野院長

詳細はこちら▲

毎年３月の世界緑内障週間の期間中、緑内
障の認知・啓発をする国際的イベントが世
界各地で行われます。当院グループでは各
地の施設を緑色にライトアップ する「ライ
トアップ in グリーン運動」に２０１７年から
参加しており、今年から新たに札幌・井上
眼科クリニックが加わりました。

緑の光は「あなたの眼がずっと見えていま
すように」という希望の光でもあります。

世界緑内障週間「ライトアップ in グリーン運動」に参加しました。グループ

入院病室に「フリーＷｉ-Ｆｉ」が導入されました。
お茶の水 西葛西

「ドライアイＩPＬ光線治療」を開始します。お茶の水

２００３年（平成１５年）に入局した塩
川医師は、特定の分野に特化するの
ではなく、幅広い疾患に対応するの
が強みです。女性ならではの視点も生
かし、様々な状況や価値観の患者さ
まに寄り添う、きめ細かな診療に定評
があります。

４月から塩川美菜子医師が「井上眼科病院」の副院長に就任しました。
お茶の水

メディアやネットに情報があふ
れていますが、自己判断をせず
に、ぜひ当院にご相談ください。

【塩川副院長からのコメント】
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旧駿河台井上眼科病院と、現在の井
上眼科病院の外観。開院当初は手書
きだったカルテは、現在は電子カル
テになっています。

140th
Anniversary

COMPARISON of
NOW & OLD


